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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

５
月
１
８
日 

市
駅
前
・
宇
治
交
差
点
朝
宣
伝
、
人
権
裁
判
、
河
北 

 
 

 
 

 
 

地
域
訪
問 

 
 

１
９
日 

医
療
生
協
河
西
支
部
バ
ス
ツ
ア
ー 

 
 

２
０
日 

障
碍
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
河
西
つ
ど
い
、
和
歌
山
駅
前 

 
 

 
 

 
 

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
伝
行
動
、
女
性
後
援
会
世
話
人
会 

 
 

２
１
日 

事
業
説
明
会
、
河
西
事
務
所
生
活
相
談 

 
 

２
２
日 

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
記
念
式
典
、
滝
畑
産
廃
抗
議
集
会 

 
 

２
３
日 

団
会
議 

 
 

２
４
日 

河
北
地
域
宣
伝
行
動
、
市
駅
前
事
務
所
生
活
相
談 

日
本
共
産
党
も
参
加
し
て
い
る
「
活
気
あ

る
住
み
よ
い
和
歌
山
市
を
つ
く
る
会
」
は
、

７
月
２
２
日
告
示
、
２
９
日
投
票
の
和
歌
山

市
長
選
に
立
候
補
を
表
明
し
て
い
る
島
久
美

子
氏
（
６２
）
＝
無
新
＝
と
政
策
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
民
主
的
な
市
政
運
営
、
住
民
自
治
、

憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
す
政
策
で
す
。 

政
策
の
中
身
は
当
紙
面
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

に
登
場
す
る
市
会
議
員
さ
ん
も
述
べ
る
と
思

い
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。 

 

 

共
産
党
和
歌
山
県
委
員
会
は
１
１
日
、
来

年
の
参
院
選
和
歌
山
選
挙
区
候
補
と
し
て
、

党
県
常
任
委
員
の
前
久
氏
（
６１
）
を
擁
立
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。
前
氏
は
会
見
で
、
安

倍
自
公
政
権
に
よ
る
憲
法
破
壊
を
厳
し
く
糾

弾
。
北
朝
鮮
問
題
で
圧
力
一
辺
倒
の
安
倍
氏

を
批
判
。
改
ざ
ん
、
隠
ぺ
い
、
ね
つ
造
、
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
の
異
常
事
態
に
陥
っ
て
い
る
安

倍
政
権
退
陣
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
県
独
自

の
諸
要
求
実
現
も
訴
え
ま
し
た
。 

 

 

 

 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
い
ら
な

い
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
２
百
人
！ 

５
月
１
２
日
、
「
い
ず
み
山
系

の
巨
大
太
陽
光
発
電
を
考
え
る

会
」
主
催
の
“
い
ず
み
山
系
の
森

と
川
を
守
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
は
い
ら
な
い
”
が
北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
約
２
百
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 出

演
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン

ド
・C

r
o
w
f
i
e
l
d

（
ク
ロ
ウ
フ
ィ

ー
ル
ド
）
と
三
線
グ
ル
ー
プ
・
う

り
ず
ん
の
花
、
村
岡
キ
ミ
子
さ
ん

（
い
ち
ハ
イ
カ
ー
の
モ
ノ
ロ
ー

グ
）
で
し
た
。 

始
め
に
共
同
代
表
世
話
人
の

広
瀬
正
樹
氏
が
開
会
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
広
瀬
氏
は
、
計
画
が
自

然
破
壊
や
土
砂
災
害
等
の
危
険

性
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
。
鈴
鹿
電

設
が
昨
年
、
本
申
請
を
提
出
し
、

県
は
書
類
不
備
と
し
て
返
却
、
事

業
者
は
再
提
出
し
た
が
今
も
書

類
不
備
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。
地

元
で
は
不
同
意
を
決
議
し
て
い

る
自
治
会
や
水
利
組
合
が
あ
る

こ
と
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

団
体
署
名
が
７
７
団
体
、
署
名

数
は
１
万
筆
を
超
え
、
県
に
提

出
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。 出

演
の
ト
ッ
プ
は
、
村
岡
キ

ミ
子
さ
ん
で
、
満
開
の
桜
等
の

映
像
を
バ
ッ
ク
に
山
や
川
に
飛

来
す
る
カ
ワ
セ
ミ
や
ル
リ
ビ
タ

キ
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
い

ず
み
山
系
の
豊
か
な
自
然
を
心

を
込
め
て
語
り
ま
し
た
。 

う
り
ず
ん
の
花
は
、
昔
沖
縄

の
方
々
が
昭
和
紡
績
に
女
工
と

し
て
働
き
に
来
て
お
り
、
そ
の

方
々
に
思
い
を
は
せ
て
、
ま
た
、

沖
縄
に
伝
わ
る
平
和
を
願
う
歌

や
踊
り
を
披
露
。
ク
ロ
ウ
フ
ィ

ー
ル
ド
は
、「
原
発
反
対
で
す
が

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
然

破
壊
に
繋
が
る
計
画
で
は
「
思

い
は
同
じ
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
三
線
に
合
わ
せ

て
、
み
ん
な
で
カ
チ
ャ
ー
シ
ー

を
踊
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
！ 

 

 

上は舞台、下は会場みんなで踊り 

 

メガソーラー

いらない 

写
真
は
今
年
度
の
事
業
説
明

を
各
課
よ
り
受
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

新
規
に
取
り
組
む
事
業
や
主

な
事
業
に
つ
い
て
１
０
部
署
か

ら
３
日
間
か
け
て
説
明
を
聞
き

ま
す
。
質
疑
を
し
な
が
ら
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
経
っ
て
し
ま

い
ま
す
。 

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
議
員
が

あ
れ
ば
な
ー
と
思
う
場
面
で
す
。 

最
初
は
危
機
管
理
関
係
の
説
明

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
き
な
事

業
と
し
て
は
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
更
新
費
用
と
し
て
約
２
８

億
３
千
万
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
防
災
ヘ
リ
は
２
２

年
前
に
運
航
が
開
始
さ
れ
、
機

体
の
老
朽
化
に
よ
り
更
新
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
本
年
度
入

札
に
な
っ
て
い
ま
す
が
応
札
は

２
社
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
防

災
ヘ
リ
を
扱
う
よ
う
な
会
社
は

国
内
で
は
三
井
物
産
と
ア
メ
リ

カ
の
ベ
ル-

ｋ
ｋ
や
エ
ア
バ
ス

社
ぐ
ら
い
と
の
こ
と
で
す
。 

２
年
後
に
機
体
を
納
入
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

高
額
の
税
金
を
投
入
す
る
た

め
、
し
っ
か
り
と
注
視
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
奥
村
の
り
子
） 

 

左
側
奥
が
雑
賀
議
員
、
手
前
が
奥
村
で
す
。 
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